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第2固定

例町議会

一
般
会
計
一
億
五
千
九
百
十
六
万
円
を
追
加

山
。

一
般
会
計
補
正
予
算

川
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
五
千
九
百

川
十
六
万
三
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総

州
制
は
三
十
凶
応
七
千
六
百
二
十
四
万
円

酬
に
な
り
ま
し
た
.

州
追
加
の
お

L
な
も
町
は
、
総
務
政
で

酬
は
明
治
乳
業
跡
住
宅
な
ど
修
給
料
に
二

川
百
万
円
、
禁
利
河
温
山
県
鉱
山
市
地
等
購
入

山川
貨
に

一
千
万
円
、
夫
川
河
公
共
川
地
取

川
得
等
資
金
貸
付
基
金
繰
山
山
金
に
千
八
百

川
ニ
+
五
万
七
千
円
、
財
政
調
蛇
地
金
脈

立
金
に
五
百
十
三
万
八
干
円

民
生
白
で
は
、
名
人
身
体

間
選
者
家
庭
事
仕
只
委
託
料

に
二
十
二
万
八
千
円
、
山
γ身

障
山川
山
者
{
冬
山
出
奉
仕
以
委
託
料

十

一
万
四
千
円
、
ね
た
き
り

主
人
短
期
保
護
委
託
料
に
二

十
二
万
四
千
円
‘
噌
町
内
会

館
建
『
技
術
幼
に
八
十
万
円
。

農
林
水
産
業
費
で
は
.
て

ん
来
生
産
振
興
特
別
対
策
事

業
補
助
金
に
三
百
イ
二
万
九

千
円
、金
取
地
惇

μ村
基
盤
整

町

で

購

入

し

た

美

利

河

温

泉

一

第
二
固
定
例
町
議
会

は

六

月

二
十
六

二

十
七
日
の
二
日
間
聞
か

札
、
今
令
町
印
鑑
の
設
M
M
A
ぴ
証
明
に

附
す
る
条
例
、

一
般
会
訂
補
正
予
幻
な

ど
疎
築
十
五
件
を
事
活
し
、
い
ず
れ
も

服
従
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た

町
長
か
り
四
月
以
降
の
必
業
執
行
状
況

主
ど
の
行
政
制
作
が
あ
リ
ま
し
た
。

こ
の
談
会
で
決
ま
っ
た
お
も
な
こ
と

は
次
の
と
お
り
で
す
。

一一一ー司圃圃r

問
問
医
片
品
瞳
直
順
位
陣除問

日
年
度
の
保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た

昭
和
五
十
五
年
度
の
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
亭
が
決
ま
円
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
は
、
社
会
保
険
屯
ど
他
の
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方
を

対
象
に
、
病
気
や
ケ
ガ
、
出
産
、
死
亡
し
た
場
合
、
医
療
費
な
ど
の
給
付

を
行
う
、
相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。
そ
れ
で
は
、
今
年
度
の
保
険
料
率
の

あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
最
高
限
度
額
は

二
十
四
万
円
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。
今
金
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例

印
鑑
に
附
す
る
事
政
防
止
と
印
鑑
の

登
録
‘
印
鑑
目
立
誠
説
明
抗
的
作
成
交
付

主
ど
の
合
理
化
多
凶
る
た
め
、
改
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。(
内
在
の
あ
ら
ま

し
は
、
凶
頁
に
記
載
し
ま
し
た
。)

入
者
数
)
に
、

一
人
当
た
り
の
均
等
制

一
万

一
千
五
百
八
十
円
を
乗
じ
た
傾
と

な
り
ま
す
。

マ
平
等
川
制
H
一
世
情
当
た
り
一
一
万

九
百
円
と
な
リ
ま
す
.

こ
れ
ら
四
つ
め
合
汀
川
知
が

一
年
間
的

保
険
料
と
な
る
わ
け
で
す
。

な
お
、
今
年
皮
肉
保
険
料
の
根
内
限

位
制
を
二
十
四
万
円
(
昨
年
度
二
十
二

万
円
)
に
改
め
、
保
険
料
負
仰
の
淵
控

を
行
い
ま
し
た
。
ニ
の
た
め
、
合
計
仰

が
二
十
四
万
円
を
超
え
た
場
合
で
も
、

一
年
間
内
保
険
料
は
二
十
凶
万
円
と
主

り
ま
す
。

保
険
料
は
六
回
に
分
け
て
納
付

万
円
、
結
団
地
公
也
住
宅
解
体
伐
に
ニ

宵
万
円
、
公
リ
'vu
住
宅
注
目
以
工
事
外
に
二

千
七
百
五
十
万
円
。
教
育
資
で
は
、
背
年

団
体
協
議
会
記
念
品
考
什
補
助
金
に
十

万
円
総
合
体
育
館
駐
車
場
舗
装
工
市
中

に
百
r
A
十
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金

千
八
百
八
十
六
万
三
千
円
、
道
支
山
金

三
千
七
百
三
万
円
、
地
方
交
付
税
千
二

百
イ
二
万
四
千
円
、
財
沌
収
入
二
下
八

百
七
十
九
万
四
千
円
、
町
仙
川
千
八
両

七
↓
万
円
、
繰
越
金
千
五
百
二
十
六
万

凶
千
円
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

〈〉
特
別
会
計
補
正
予
算

帯
を
例
に
し
て
み
ま
し
た
の
で
、
こ
の

叫
鉢
例
を
参
考
に
-
髭
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
し
て
算
出
さ
れ
た
保
険

料
は
、
七
月
か
・子
一
月
ま
で
の
六
回

に
分
け
て
、
毎
月
月
末
ま
で
に
納
め
て

い
た
だ
〈
こ
と
に
な
り
ま
す
。

低
所
得
世
帯
を
対
象

に
保
険
料
を
減
額

一
定
頒
以
下
の
低
所
得
世
併
を
対
象

に
、
今
年
度
も
均
等
制
と
平
均
川
を
軽

減
し
ま
す
。

こ
の
軽
滅
的
対
象
と
な
る
世
幣
は
、

そ
の
世
帯
の
被
保
険
者
全
h
H
の
前
年
内

総
所
得
紛
が
①
二
十
二
万
円
以
下
町
世

刊
は
六
制
相
当
軽
減
。
②
こ
の
二
十
二

万
円
に
世
帯
主
以
外
的
被
保
険
者
一
人

に
つ
き
十
七
万
円
を
加
え
た
合
計
制
よ

り
、
被
保
険
者
全
日
円
前
年
内
総
所
得

制
が
下
刷
る
世
帯
は
凶
川
相
当
の
減
傾

と
な
り
ま
す
。

こ
の
軽
滅
的
世
を
受
け
る
に
は
役
協

に
所
得
申
告
在
的
徒
出
が
必
要
で
す
。

55年度国民健康保険料率
〈表〉

月j-1!H'見 100分的6.26

資産占nJ 100吾子グ)67.9

均等制 I人当リ 11 ，580円

三1"持;YIJ 1 i止411当リ 20，900P'J 

被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
、
当
ぷ

被
保
険
者
に
対
L
六
万
円
支
給
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
十
二
月

一
日
以
後
の
出

産
か
句
八
万
円
に
改
め
ま
し
た
。

。
道
営
土
地
改
良
事
業
の
負
担
金
納
入

v場
M
土
地
改
良
事
業
内
航
川
地
区
排

水
対
策
特
別
事
業
に
伴
フ
負
担
金
の
予

定
制
を
v品
川
山
事
業
百
円
二
O
%と
L.

納
入
期
限
は
知
事
が
指
定
す
る
期
日
ま

で
と
す
る
。
な
お
、
こ
の
事
業
に
よ
リ

造
成
さ
れ
る
土
地
改
良
施
設

(幹
線
排

水
二
条
)
は
逃
か
句
峨
リ
金
け
て
維
持

相

H
Nを
す
る
。

。
陳
情
英
利
河
ダ
ム
協
議
会
か
ら
「
英
利
河

資
料
室

(仮
称
)
挫
設
に
つ
い
て
L
a

今
金
町
観
光
協
会
か
句
「
今
金
町
公
国

(
仮
称
)
造
成
の
促
進
に
つ
い
て
し
の

隙
的
が
あ
り
、
品
咋
H
明
委
民
会
に
付
託
。

。
請
願
今
金
町
内同
業
協
同
組
合
、
今
金
町
内
肱

川
氏
述
胤
か
ら

「北
海
辺
米
作
安
定
特
別

対
策
‘
米
殺
対
策
的
確
立
並
び
に
昭
和

五
十
五
年
広
米
政
府
以
入
価
怖
に
つ
い

て
」
の
請
願
が
採
択
さ
れ
、
町
議
会
か

ら
凶
係
機
附
に
対
し
袈
￥
u凡
叫
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

。
一
般
質
問

定
例
町
峨
会
で
町
政
に
対
し

一
議

μ

か
句
①
明
治
乳
業
株
式
会
社
今
金
工
場

跡
地
対
筑
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
あ
り

町
長
が
回
答
い
た
し
ま
し
た
。
発
言
内

内
容
は

「議
会
だ
よ
り
」
で
お
知
句
せ

し
ま
す
.

[2 ) 
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<4人世帯の場合〉

〈朝日〉詰与所得者で軽揖耳1，'もの場合

蛇 r~d県令舶 5，OOO，OC川1)，
川 Ji!:Ï(，~t悦制 な L'fのとき
. ，計fリ川制 500，以)()ド-1-240，∞oJfJ 
(J占悶控除 特別控除制 260，0同門× 里さ=16.276円

・ 官 mi:~川制 0)1/ 白山

2さn;川制 11. 580円X4人=46.32011]
ード芋川制 l-t!!:，m:当リ 20.900P"J 

{}- ，11- 83.496十吋
軽減制(10叶内 4) 21.00叫IJ
iE間保険料 62.496円

慢険料(年額)の計算倒

盟
問
H
a

川
白
川

×
川
却
朗
斗
田

広
明
一
辺
町

!

訓
市
山
間
り

↑

川
川

-
)
×
×
一

一一川
一川
川
剛
山
山
口
一
一

の

∞

叩

A
N

控

J

5

1
山
一
)

備

川

棚

州

凶

日

山

一刷

所

l

一叫

与

制

削

除

制

制

制
↑川

桔
金
制
制
崎
川
川
川
一H
l

〉
ゆ
品
川
臨
時
等
均
一
(

l

，H

資
件
w
俗
資
均
ド
一
山

倒

W

4

所

(

.

.
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印
鑑
の
登-"，成三~
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後継者

入学21人羽ま

日今生副長

今
金
短
期
農
業
大
学
校
(
校
長
河

端
山
町
長
)
内
第
二
回
入
学
式
が
七
月

十
目
、
州
民
協
会
品
訟
で
行
わ
れ
、
民
業

後
継
者
二
十

一
人
が
向
こ
う
二
一
年
間
的

学
土
証
を
手
に
し
ま
し
た
。

同
農
業
大
学
は
王
と
し
て
二
十
代
の

後
継
者
が
‘
内
同
業
続
出
の
か
た
わ
ら
成

接
待
必
歩
小
心
と
し
た
新
し
い
知
減
を

学
ぶ
も
の
で
、
H

母
校
H

は
江
別
市
町
道

酪
民
学
園
短
期
大
学
。

一
ヵ
月
に

一
回

同
短
大
か
勺
送
ら
れ
て
く
る
教
材
に
よ

る
同
毛
研
修
を
は
じ
め
、
年
四
i
r
A同

一
回
三
田
川
町
地
元
で
の
集
合
学
問
を

し
、
同
短
大
で
年
-
一i
三
回
の
ス
ク
l

リ
む
グ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
同
町
内
で
は
二
十
人
が

竿
業
生
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
内

中
心
的
な
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
出
し
て

い
ま
す
。

入
学
式
で
は
、
校
長
代
理
の
久
保
田

前
助
役
が

「低
迷
し
て
い
る
悲
条
例
町

民
業
経
営
を
い
か
に
推
進
し
て
い
〈
か

二
年
間
働
き
な
が
ら
学
ぶ
の
で
健
康
に

制
定

L所
期
の
目
的
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
し

て
ほ
し
い
」
と
激
励
、

一
人
ひ
と
り
に

学
生
況
を
渡
し
ま
し
た
。

続
い
て
近
酌
町
内
属
学
凶
短
大
町
宝
崎
講

師
が
「
多
く
の
こ
と
を

一
緒
に
学
び
、

人
間
ら
し
い
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を
持

と
う
」
と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
.

こ
れ
に
こ
た
え
学
生
代
表
向
鈴
木

一

夫
さ
ん
(盟
国
)は
「
力
強
い
経
遣
を
実

現
す
る
た
め
、
一
生
懸
命
勉
強
し
ま
す
」

と
設
い
の
吉
誕
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

二
れ
ま
で
印
鑑
証
明
は
、

役
場
町
民
課
に
保
存
し
て
あ

る
台
帳
に
前
も

っ
て
届
け
て

お
き
、
証
明
が
必
要
な
場
合

本
人
が
登
録
さ
れ
た
実
印
を

持
参
し
そ
の
都
度
台
帳
と
照

合
し
て
証
明
書
を
発
行
し
て

い
ま
し
た
。

八
月
か
ら
は
、
そ
の
方
法

が
全
面
的
に
改
正
さ
れ
、
印

鑑
は
不
要
、
そ
の
か
わ
り
手

帳
方
式
に
切
り
替
え
ら
れ
る

ニ
と
に
な
り
ま
す
。

印
鑑
登
録
証
を
発
行
し
ま
す

八
円
か
ら
印
鑑
を
設
諒
さ
れ
ま
す
と

随
時
手
帳
に
な
っ
た

一
附
の
登
録
証
を

交
付
し
ま
す
の
で
、
以
後
印
鑑
笠
鉢
誌

の
交
付
巾
川
お
よ
び
廃
止
め
下
続
き
は

ニ
の
下
帳

一
附
を
窓
U
に
悦
山
す
る
だ

け
で
前
む
よ
』
つ
に
な
り
ま
す
。

従
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
い

ち
い
ち
尖
印
を
持
参
す
る
め
ん
ど
う
が

は
ぷ
け
る
と
と
も
に
、
印
鑑
の
紛
失
市川

蜘
と
い

っ
た
災
い
か
旬
、
あ
な
た
の
財

産
や
権
利
を
い
っ
そ
-
7
安
全
に
守
る
こ

と
が
で
き
る
よ
つ
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
代
思
人
が
巾
同
制
さ
れ
る
場
A
H

L
、
従
求
は
長
任
状
歩
作
成
し
、
収
入

印
紙
を
貼
付
し
て
い
ま
し
た
が
印
鐙

登
録
証
を
代
理
人
に
託
す
だ
け
で
、

一

切
の
委
任
状
は
不
用
と
な
り
大
変
秘
利

に
な
リ
ま
す
。

登
録
の
変
更
が
必
要
で
す

じ
川
三
ト

一
H
収
伝
印
鑑
を
設
蝕
さ

れ
て
い
る
万
は
、
登
録
的
更
新
を
八
月

一
日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
川

に
役
場
町
民
認
窓
口
で
消
ま
せ
て
く
だ

さ
い
.

そ
の
際
、
投
鈍
さ
れ
て
い
る
印
鑓
を
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
印
鑑
登
録
証

(印
鑑
が
弦
録
さ
れ
て
い
る
旨
を
証
す

る
手
帳
)
幸
交
付
し
ま
す
。

印
鑑
登
録
証
と
は

登
録
的
更
新
が
終
り
、
印
鑑
登
録
証

明
証
肉
交
付
を
中
請
さ
れ
る
場
合
は

「印
鑑
登
録
証
」
を
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

登
録
証
が
な
け
れ
ば
証
明

3
は
交
付

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
注
思
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
際
、
登
録
印
挺
を
持
参
す
る
必
嵯

は
あ
り
ま
せ
ん
。

m
A
u
に
よ
り
、
代
理
人
に
印
鑑
笠
U
M

証
の
交
付
申
泊
を
依
頼
す
る
場
合
は

自
分
の
登
録
証
を
持
参
さ
せ
て
く
だ
さ

こ
の
場
A
A
H
L
町
立
鈍
し
た
印
鑑
、
委
任

状
は
必
袈
あ
り
ま
せ
ん
。

寸印
鑑
登
録
証
」
は
印
鐙
に
か
わ
る

む
の
で
す
か
旬
、
印
鑑
同
日
開
大
切
に
保

信
し
て
く
だ
さ
い
。

。
。
，e
 

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

町
民
諜
住
民
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

戸、い
。

国
経
版

w
b務
諸
民
会
巴

鉄
道
妨
害

子
供
の
い
た
ず
ら
が

惨
事
を
招
〈

町
内
で
も
間
も
な
く
夏
休
み
が
始
ま

リ
、
子
ど
も
た
ち
が
外
で
遊
ぶ
機
会
が

ふ
え
ま
す
。

子
ど
も
た
%
の
古
全
の
た
め
に
、
そ

し
て
列
車
内
安
全
を
守
る
た
め
に

保

護
者
同
方
は
次
同
点
に
ご
住
意
下
さ
い
。

マ
線
路
内
で
遊
ば
せ
な
い
。

マ
線
路
内
で
遊
ん
で
い
た
リ
、
石
を
臼

い
て
い
る
子
供
を
比
た
包
注
意
す
る
。

マ
列
車
に
向
か
っ
て
‘
石
や
物
を
投
げ

;・
l

!

!

i
l
-
-
J

、

る
な
ど
妨
む
行
為
を
し
な
い
よ
う
、

ふ
だ
ん
か
ら
往
芯
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

冨
台
所
の
衛
生
に
十
分
注
意
を

広
中
蒜
の
予
防
は
、

一
に
も
こ
に
も

食
品
を
細
菌
汚
染
か
ら
守
る
こ
と
に
尽

き
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
次
円
三

原
則
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。
①

清

潔

②

じ
ん
速

③

加
熱
と
冷
却

「清
潔
」

に
つ
い
て
は
、
い
ま
さ
匂

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ふ
き
ん

ま
な
板
‘
包
丁
、
食
保
飢
な
ど
の
術
生

に
は
特
に
討
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
台
所
に
立
っ
と
き
は
必
ず
下

を
洗
う
く
ら
い
の
レ
が
け
を
持
ち
た
い

も
の
で
す
。

「じ
ん
速
』

は
、
食
品
を
け
十
く
剥
挫

し口
T

く
食
べ
る
と
い
っ
ニ
と
で
す
が

夏
場
は
と
く
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

「
加
熱
」
、

つ
ま
り
煮
沸
消
毒
は
、

手
軽
に
で
き
る
n
制
的
出
治
法
印
の
こ

一一一一一一........・ー=一一一ー一一一一一一一一

(4) 

四
会
計
の
総
計
で

九
千
三
百
八
十
八
万

七
千
円
の
黒
字

昭
和
五
十
四
年
皮
肉
各
会
計
は
五

月
三
十

一
日
出
納
閉
鎖
さ
れ、

そ
の

あ
ら
ま
し
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
.

こ
れ
に
よ
る
と
四
会
計
四
十
八
億

九
千
八
百
八
十
二
万
六
千
問、

歳
出

総
傾
は
凶
十
七
億
二
千
九
百
三
十
八

万
九
千
円
、
差
し
引
き

一
億
六
千
九

百
四
十
三
万
七
千
円
の
残
。

こ
の
フ
ち
七
千
五
百
五
十
五
万
円

を
法
金
に
股
立
し
、
九
千
三
百
八
十

八
月
七
千
円
を
五
十
五
年
度
に
総
リ

越
し
ま
し
た
。

会
計
別
の
決
却
は
次
の
と
お
り

官
一
般
会
計

歳
入
は
三
十
凶
億
三

千
十
五
万
七
千
円
‘
歳
出
が
三
十
三

億
九
千
六
白
八
十
九
万
三
千
円
。(
繰

越
千
六
百
二
十
六
万
四
千
円
)

官
国
保
事
業
勘
定

歳
入
は
六
億
九

百
三
十
三
万
九
千
円
。
歳
出
が
六
億

九
有
二
十
五
万
七
千
阿

(繰
越
)一二

万

一
千
円
)

合
国
保
施
設
勘
定

収
入
は
八
億
二

千
二
百
三
万
三
千
円
。
支
出
が
六
億

八
千
八
百
八
十

一
万
九
千
円
(
純
利

誠
一
億
三
千
三
百
二
十
一万
凶
千
円
)。

官
簡
易
水
道
会
計

歳
入
は
三
千
七

百
二
十
九
万
七
千
円
。
歳
出
が
三
千

四
百
四
十
二
万
円
(
繰
越
百
三
十
七

万
六
千
円
)。

人
件
擁
護
委
員
に

狭
間
勝
昭
さ
ん

狭
間
勝
昭
さ

ん
(
八
幡
町
)

は
六
月
十
五
日

付
を
も
っ
て
法

務
大
臣
か
ら
人
情
搬
議
委
以
会
制
的
発

令
が
あ
り
ま
し
た
。

狭
間
さ
ん
は
昭
和
四
十
二
年
に
委
嘱

さ
れ
て
か
ら
五
期
目
。

人
出
制
附
係
で
お
凶
リ
の
際
は
公
較
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

圃
町
職
員

の
人
事

圃

明品川帆

【じ
H

円」
，
凶
日
付
】

マ
総
務
課
財
政
係
諸
企
画
却
企
画
係

水

野

多

津

子

つ
で
す
。
と
く
に
、
ふ
き
ん
は
パ
イ
キ

ン
の
巣
に
な
り
や
す
い
の
で
‘
よ
く
洗

っ
て
煮
沸
消
毒
を
し
、
日
光
に
干
す
の

が
一
番
で
す
。

「
冷
却
」

は
制
的
円
相
組
を
抑
え
る

の
に
効
川
市
が
あ
り
ま
す
が
、
冷
城
山
を

過
U
M
す
る
の
は
禁
物
で
す
。

哀
の
聞
は
、
冷
ル
岡
山
叩
的
利
用
が
岡
山
え
、

食
品
を
詰
め
す
き
て
冷
公
的
循
環
を
悪

く
し
た
リ
、
ひ
ん
ぱ
ん
な
瓜
向
山
凶
に

よ
り
山
内
向
山
皿
広
が
上
が
り
が
ち
で
す
。

迎
に

一
回
く
ら
い
は
、
銭
円
山
か
伝
A

理

す
る
な
ど
の
H

咋
内

一
M
M
を
行
い
ま

?レょ、っ。

( 5 ) 



⑨
特
集
⑨
少
年
非
行
防
止

層画面

早
い
う
ち
に
つ
み
と
ろ
う

子
供
は
、
あ
る
日
突
然
非
行
に
走
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

小
さ
な
風
船
が

だ
ん
だ
ん
十
、
句
ん
で
、
や
が
て
パ
チ

1
ン
と
は
じ
け
る
よ
う
に
、
徐
々
に
非

行
へ
の
迫
に
深
入
り
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
過
程
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
非
行
へ
の

砂
き
さ

L
H
が
見
ら
れ
ま
す
。

子
供
向
非
行
防
止
も
病
気
的
場
合

と
同
じ
よ
う
に
仰
早
期
光
瓦
H

が
大
切

で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
中
だ
ん
か
り
子
供

向
詐
活
を
注
な
押
怖
く
見
守
リ
主
ゲ
句

非
行
の
芽
を
早
い
う
ち
に
つ
み
と
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
肝
心
で
す
。

-
」
千
供
の
ど
う
い
う
言
動
が
非
行

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
、
非
行
的
"

き
ざ
し
M

の
い
く
つ
か
を
あ
げ
て
み
ま

し
た
。

-
ウ
ソ
は
非
行
化
の
赤
信
号

す
寸
わ
か
る
よ
う
な
ウ
ソ
を
つ
い

た
り
、
税
の
顔
を
ま
と
も
に
み
な
い

で
、
あ
い
ま
い
な
必
手
し
か
し
な
い
.

ウ
ソ
が
泌
見
し
て
も
宇
気
な
顔
を
す

る
よ
う
に
な
る
。

-
成
績
が
急
激
に
ダ
ウ
ン

制
付
芯
な
科
目
内
成
制
ま
で
目
に
み

え
て
孫
ち
、
テ
ス
ト
の
結
川市
L
克
せ

な
く
な
る
伺

-
ふ
ら
り
と
外
出
す
る

目
的
の
あ
る
外
出
で
は
辛
く
て
、

「
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
」
と
い
う
外

出
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
な
る
。

ぬ

を持.. "i:&~ 

•• 
# 
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害リ

低年i愉化が

一層進む

14歳-16歳が

全体の7

E-ヨ 昭和54年同少年非行 |
-
親
の
知
ら
な
い
友
だ
ち
が
増
え
る

「主
ん
て
い
ヲ
名
な
の
」
と
聞
い

て
も
「
ケ
ン
ち
ゃ
ん
、
?
坊
」
と

い
っ
た
あ
い
ま
い
な
返
事
を
す
る
よ

う
に
な
る
。

-
服
装
や
髪
形
を
し
き
り
に
気
に
す
る

小
泣
い
で
は
民
え
な
い
一内
側

な
ペ
ン
ダ
ン
ト
や
ブ
ロ
ー
チ
な

と
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
つ
け
る

よ
、
ヲ
に
な
る
。

-
多
額
の
小
遣
い
を
要
求
す
る

お
金
の
浪
叫
H

が
め
だ
ち
‘
時

に
は
税
の
さ
い
ふ
か
ら
、
ニ
っ
そ

十
凶
成
以
上
、
二
+
歳
未
満
の
少
年

が
刑
法
に
触
れ
る
非
を
犯
す
と
、
J
刑
法

少
年
仰
と
し
て
補
導
さ
れ
ま
す
。

刑
法
犯
少
年
は
、
こ
こ
数
年

mえ
続

け
、
昭
和
五
」
l

四
年
は
イ
凶
万
三
千
人

を
数
え
.
戦
後
枇
刊
を
記
録
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
点
年
が
十

一
万
六
千
人
で

す
か
ら
、
五
年
川
に
二
万
七
千
人
も

m

え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
特
徴
を
見
て
み
ま
す
と
、
い
わ

ゆ
る
"
遊
び
担
非
行
"
が
依
快
と
し
て

多
く
、
万
引
き
、
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ

イ
の
盗
み
主
と
の
附
加
が
め
だ
ち
ま

す
。そ

の
他
で
は
暴
走
族
に
よ
る
不
法

り
ぬ
き
と
っ
た
り
す
る

4
7に
な
る
。

-
夕
食
を
あ
ま
り
食
べ
主
い

食
べ
雌
り
で
、
以
前
は
い

つ
も
空

胞
を
訴
え
て
い
た
の
が
、
食
べ
な
く

主
る
。
学
校
の
帰
り
に
、
ス
ナ
y
ク

な
ど
の
た
ま
り
場
に
市
り
道
を
し
て

い
る
場
合
が
多
い
。

-
読
書
の
内
容
が
変
わ
る

ポ
ル
ノ
維
持
な
ど
を
こ
っ
そ
り
V
叫

ん
で
い
る
。

-
か
く
れ
て
タ
ポ
・
コ
を
吸
う

訓
行
少
年
の
ほ
と
ん
ど
が
、
い
収
初

の
段
階
で
喫
慨
す
る
。
ポ
ケ
y
卜
主

( 6 ) 

行
為
と
教
師
に
対
す
る
暴
力
行
為

が
激
附
し
て
い
ま
す
.

一
方

年

齢

的
に
は
相
変
わ
り

ず
十
四
l
十
六
必
が
地
え
て
お
り
、

九
万
七
千
六
百
人
と
全
体
的
約
七

川
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
て
、
十
七
i
十
九
段
は
減
少
な

い
し
横
ぱ
い
で
、
少
年
非
行
は
低

年
齢
化
的

一
進
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。な

か
で
も
.
中
学
生
の
附
加
が

い
ち
じ
る
し
く
‘
前
年
に
比
べ
て

約
五
千
人
相
え
、
全
体
の
三
制

約
凶
万
七
千
六
白
人
に
も
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
。

ど
に
か
く
し
て
い
た
り
、
ニ
オ
イ
が

す
る
か
り
能
直
し
て
み
る
。

-
な
げ
や
り
な
言
葉
遣
い
が
多
く
な
る

ま
じ
め
な
生
き
方
を
軽
べ
つ
し
、

「
パ
カ
り
し
い
」
主
ど
と
な
げ
や
り

な
こ
と
ば
を
吐
く
。
成
紛
が
悪
い
の

も
税
や
教
師
の
せ
い
に
す
る
よ
う

に
主
る
。

*
 

以
上
め
よ
う
な
n
兆
候
“
か
ら
ザ
供

の
心
を
玩
み
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

f
似
の
心
の
中
に
何
が
生
ま
れ
、

ど
う

変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
か
‘
そ
し
て
そ
の

以
凶
は
l
iー
な
ど
に
つ
い
て

4
え
、
迎

切
な
処
世
を
す
る
こ
と
が
必
嬰
で
す
.

* 
国
保
会
計
の
現
状

今
金
町
の
医
療
費
は
、
資
料
の
グ
ラ
フ

に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
毎
年
増
嵩
の

傾
向
と
な
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
入
院
に

か
か
る
費
用
と
高
額
曹
養
費
の
伸
寧
は
濫

増
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

植
保
険
者
の
み
な
さ
ん
一
人
ノ

¥
の
普

段
の
健
康
管
理
が
最
も
大
切
だ
と
い
う
こ

と
が
改
め
て
言
え
る
今
日
で
す
.
病
気
は
、

早
い
う
ち
に
発
見
し
、
病
状
の
軽
い
う
ち

に
適
切
な
治
療
を
う
け
る
こ
と
が
大
事
で

す
し
、
こ
の
こ
と
が
医
療
費
の
節
減
と
な

り
、
さ
ら
に
は
悔
険
税
に
も
影
響
し
て
き

ま
す
。

保
険
税
に
つ
い
て
は
、
極
力
最
h
y
眼
に

と
ど
め
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
国
保
常
事
曜
の
支
出
の
ほ
と
ん
ど
を

医
療
費
に
充
て
て
い
る
現
状
か
ら
、
今
後

も
医
癒
費
の
増
嵩
が
見
込
ま
れ
る
等
の
こ

と
か
勺
も
樺
険
税
に
大
き
く
佐
存
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
で
す
。

適
切
な
受
給
に
、
U
が
け
て
い
た
だ
〈
と

同
時
に
、
町
と
一
体
と
な
っ
て
国
保
事
業

の
運
営
が
健
全
に
続
け
て
い
け
る
よ
う
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
.

報広
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l 世帯当りの国保税 83，971円
52年度

l人当りの国保税 コ21，893円
l世帯当りの費用額 376，952円

1人当りの費用額 E98，281円

l世帯当りの国保税 =ニヨ 93，502円
53年度

1人当り の国保税 二]25，006円 . 
1世帯当りの費用額 1454，369円

1人当りの費用額 E 121，582円

l世帯当りの国保税 -109，468円
54年度

1人当りの国保税 -::130，010円

l世帯当りの費用額 -526，941円

1人当りの賀用額 t 144，353円

363.195千円
(71.7%) 

デ¥ー--""

(!，険税

125.958千円
(24.9%) 

繰入金 14.曲0'1'円(2.8%)

諸収入 2，951千円(0.59%)

道支出金 60千円(001%)

歳入

歳出

差引額

( 3 ) 

園川f支出金

414，348千円
(68.0%) 

保険給付費

487，216千円
(96.7%) 

保険税ー

146.192千円 ・
(24%) 

繰入金 38.036千円(6.24%)

諸収入 10，421千円(1.7%)

道支出金 342千円(0.04%)

506，164千円

503，618千円

2，546千円
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その他 15.072千円(2.5%)
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唱

そ
れ
ぞ
れ
別
の
病
院

て
計
到
し
ま
す
。

た

の
入
院
忠
者
が
他
の

け
た
と
き
は
、
合
計

一
、

一
つ
の
病
院
や
診
療
所
に
支
払

っ

た
額
か
ら
三
万
九
千
円
を
差
引
い
た

傾
(
但
し
、
差
紙
ベ

y
ト
代
や
歯
科

の
差
額
診
療
な
ど
保
険
診
療
外
の

も
の
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
)

二
、
自
己
負
担
制

二

ヶ

月
三
万
九
千

円
)
討
の
の
基
礎

ハ
川
一
日
か
ら
、
円
末
ま
で
の
受
診

に
つ
い
て
一
ヶ
月
と
し
て
計
却
し

ま
す
。

同

病

院

診

療

所

ご

と

に

計

算

し

本
。
寸
喝
'
。

-
診
療
所
と
し

だ
し
総
合
病
院

科
の
診
療
を
受

し
て
計
算
し
ま

け
ま外
た科同
総等じ
骨)病

病と院
院歯で
の科も
各が 医
診7あ 4ヰ
療る (
ヰヰ毛品 F大l
は合科
、や

⑧⑧⑧⑮嘩(g)(Q⑧GJ@②⑧

に
に

老

い

ん

げ

4
4

Z
ぞ

ι
五

山

う

ろ

担

仁

川

t
u
m配
加
そ
ち
れ
と
山
市

占
H

か
刑

J
で

も

川

こ

川

一

合

リ

医

ろ

l

J

J

川は一

M
M
切
れ

=

品

川

悦

お

こ

f
t
と

H

M
J

-

J

J

4

E
と

っ

、

こ

加

支

と

ま

、

サ

へ

も

日

ド

が

る

来

て

あ

り

ι
ヨ

け

な

佐

。

f

e

「

LF
L

主
主

幸

、一ヴ

の

が

す

な

カ

円

4
わ

U

2

均
失
。
告
で
か
A
H

ぅ

、

4
4、
t

加

か

過

寸

市

川

匂

叫

肘

山

口

U
止

ま

告

な

て

川
、主
カ

iv

刊

日
程
寺
川
ふ
る

劃

一
一
日
伊
川
伊
炉
叫
引
が
削

4

副

す

開

ι
杭

Jq
一
問
問
札
日
山
口
一
一
町
一
一
…

4F
註
耳
す
、
す
と
合
を
あ
の
国
吋
J

尚

一

佐

蹴

E
ら
さ
者
ち

保
え
こ

=

，

、

引

な

べ

笹

持

国

か

、

を

し

え

か

副

は

制

来

フ

加

の

き

っ

し

の
@
守

交

州

地

本

計

凶

川

弘

世

市

山

合一国保を使うまえに届出を=会

ぷぷT13f:F2225L2:口二二二
が優先するこ とになリ、 l司i阜が1111答者に吋する請求

怖を夫ってしまいます ですか旬、交通4政などの

な;説話t;;おJl;同12tZ1221
右足みことについてお側に.::tll減〈ださい。

その区

加害者
事
三
者
『
ら
う
け
た
傷
害

昨年は少年1，000人当たり
14.5人が補導されました

つ。

(ニ)
診す
療入 ベ
所院そ
でとの
も 1画と
別院き
ヲ十はで
抗、も

で同 i却
すー料
。 グ)1;1: 
病別
院)

医
療
費
節
約
七
ヶ
条

健

康
の
基
本

a 
(4 ) 

を
も
う
一
度
確
認

る位のそその

のJ;!!条しれ柱?
でが判♂ては がくふ
す剖1，.が十 、あさ
。持う分よるん
さまない こ l央
れく休栄 と
快保養養聖位
適たで . ::: E拒
ィれす適存の
圭て 。度知基
語、 こ ので本

吉初の運す巳
でめ三動力;三
きてつ ・ J 

一
、
安
易
に
医
者
に
か
か
る
の
は
さ
け

ょ
、
ヮ
。

二
、
深
夜

休
日

・
時
間
外
受
診

・
住

診
は
極
力
さ
け
よ

-1

三
、
治
療
よ
り
予
防
に
つ
と
め
よ
う
‘

山、

栄
相
官
運
動

・
休
措
置
の
三
原
則
を

守
ろ
う
。

五
、
早
期
発
見

回
早
期
治
擬
を
心
古
け

L
i炉
、

7
。

自
分
に
あ

っ
た
運

動
を

地
出
叩
附
進
の
た
め
運
動
は
、
生
活
の

j

E
nと
し
て
毎
日
楽
し
く
、
し

な
か
て
苅
J
1

か
も
か
か
さ
ず
統
け
ら
れ
る
よ
う

ιも

の
で
な
け
れ
ば
効
栄
あ
り
ま
せ
ん
¢

六
、
健
康
診
断
(
住
民
診
し
査

・
成
一
人
病

験
診
)
を
積
極
的
に
う
け
よ
う
e

医
療
費
に
関
心
を
持
ち
工
夫
し
ょ

一七

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

子
供
た
ち
が
、
心
身
と
も
に
憧
康
で
た
く
ま
し
〈
育
っ
て
ほ
し
い
と
思

う
の
は
、
す
べ
て
の
親
の
願
い
で
す
.

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
親
同
気
持
ち
と
は
裏
腹
に
、
年
々
少
年
非
行
が

唱
え
続
け
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
四
年
の
、
成
人
も
吉
め
た
全
刑
法
犯
三
十
六
万
八
千
人
の
っ
ち

そ
の
役
四
割
に
相
当
す
る
十
四
万
三
千
人
が
、
十
四
歳
以
上
二
十
歳
未
満
の

少
年
と
い
う
憂
う
べ
き
状
態
と
与
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
h
y
年
千
人
に
対
L

十
四

・
五
人
が
補
導
さ
れ
た
勘
定
に
な
り
、
戦
後
最
高
の
配
録
で
す
。

わ
が
子
町
非
行
に
直
面
し
た
と

き
、
ほ
と
ん
ど
の
視
は
「
フ
ち
の

子

に

限

っ

て

」

と

、
絶
句

す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

6

非
行
に
対
す
る
棋
の
イ
メ
ー
ジ

と
現
実
と
の
ズ
レ
を
感
じ
ま
す
ね
。

か
つ
て
は
、
経
済
的
に
忠
ま
れ

主
い
家
騒
の
代
名
川
の
よ
う
に
い

わ
れ
た
少
年
非
行
で
す
が
、
こ
の

こ
ろ
で
は
む
し
ろ
何
不
自
由
主
い

必
ま
れ
た
家
嵯
で
、
し
か
む
H
や

か
さ
れ
て
打
っ
た

f
供
が
‘
非
行

に
傾
い

て
い
く
ケ

l
ス
が
附
え
て

⑨
特
集
⑨
少
年
非
行
防
止

い
ま
す
。
ま
た

一
方
で
は
、
税
の
内
伝
的
主

さ
.
f供
に
刈
す
る
組
問
心
や
政
任

さ
句
に
は
乱
れ
た
ぷ
胞
の
ふ
ん
川
公
む

イ
供
を
非
行
に
迫
い
や
る
以
凶
と
主
っ

て
い
ま
す
。

*次のような変更があった場合は、 14日以内に届け出ま

ニんなと きには届出を
届出に必要なもの

国保

他地区から転入されたとき
印かん、転出証明世

勤め畳の健E眠時険をぞめたとき
印かん、 l雛!Jl証明由)

カ日
1主活保護が礎止されたとき

自1かん 保護磁止通知事

入 お子さんが生れたとき
(:[lカん 保険証

国保やを

他地区に転出するとき
印カん、保険証

動め先の健康醐'l1こ1m入したとき
自1かん、保険証

生活保通が開始されたとき
印かん保険証、保;量決定通知世

め
る 死亡したとき

印かん保険証

住所が聖わるとき
印かん、保険証

氏名が聖わったとき
印かん保険証

世帯主が褒わったとき
印かん保険証

t止符の合併 分緩のとき
印かん保険証

保険証をなく Lたとき
印かん身分を証明するもの

Lょう。一
方
、
数
の
面
ば
か
り
で
な
く
内
容
じ
お
い
て
も
、
ご
〈
普
通
の
家
庭

的
少
年
に
よ
る
非
行
が
増
止
、
低
年
齢
化
に
一

層
拍
車
が
か
か
る
と
と
も

に
、
年
官
官
年
に
よ
る
殺
人
事
件
の
多
発
、
暴
走
族
少
年
に
よ
る
凶
悪

粗
暴
事
犯
の
増
加
の
ほ
か
、
中
学
、
高
校
生
に
よ
る
校
内
暴
力
事
犯
が
激

増
す
る
な
ど
、
新
た
主
問
題
を
は
h
d

ん
で
い
ま
す
。

夏
休
み
は
、
子
供
た
ち
の
生
活
問
リ
ズ
ム
が
乱
れ
、
気
持
ち
も
ゆ
る
み

が
ち
で
、
親
の
目
も
届
き
に
く
く
ヰ

η
ま
す
。
楽
し
い
夏
休
み
が
、
一
転

，非
行
の
季
節
。
に
む
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

あ
り
ま
せ
ん
。
ふ
だ
ん
の
的

A
Eね
こ

そ
大
切
で
す
。
千
供
は
、

'KTU
出向
中
で

の
自
分
的
役
刈
を
h'川
に
求
め
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
お
叫
り
さ
ん
に
代
わ
っ
て

近
所
へ
お
舵
い
に
行
く
と
か
.
ボ
存
が

あ
っ
た
と
き
は
お
茶
を
山
し
て
附川中
立

市
民
京
郎
立
大
，
イ
教
奴

f
供
に
と
っ
て
家
庭
と
は

「去
り
ぎ

の
あ
る
楽
し
い
場
」
で
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
何
を
お
い
て

L.
脱
と

f
の
刈
吋
川
が
必
長
で
す
。
と

い
っ
て
、
対
必
の
あ
る
ん
出
ま
し
い
脱
f

附
係
は
削

一
タ
に
で
き
る
も
の
で
は

詫?

摩a

武5

応
対
が
で
き
る
と
か
、
父
税
に
か
か

っ

て
き
た
屯
ぷ
を
き
ち
ん
と
取
リ
次
げ
る

な
ど
、
一
家
庭
的
コ
H
と
し
て
の
役

川
を
う
え
ら
れ
る
こ
と
で
‘
「
供
は
什

日
と
市
川
り
か
」
持
て
る
よ
つ
に
な
リ

少

し
ず
つ
村
会
と
円
か
か
わ
り
を
川
解
し

て
い
き
ま
す
。

f堂t

と

こ

ろ

が

誌

の

引

J

政
任
(
主
義
)
の
観
的
も
と
で
は
.

4

uや
か
し
と
無
関
心
が
あ
る
だ
け

で
、
家
嵯
で
の
チ
供
向
成
長
に
欠

か
せ
主
い
社
会
と
の
按
山
|
|
大

人
へ
の

d
グ
が
つ
み
と
ら
札
て

し
ま
い
ま
す
。

f
供
に
し
て
み
れ
ば
、
人
間
と

し
て
の
当
然
的
欲
求
が
断
た
れ
て

い
る
た
め
に
、
欲
求
不
満
の
状
態

に
陥
リ
、
不
平
不
満
の
ハ
ケ
口
を

外
に
求
め
よ
う
と
し
ま
す
。
こ
の

過
収
で
非
行
同
道
に
入
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

f
供
を

一
人
の
人
間
と
し
て
尊

吊
し
、
社
会
ル
1
マ活
へ
の
適
応
を
上

子
に
リ
ー
ド
し
て
あ
げ
主
が
旬
、

叫
に
イ
供
と

一
祁
に
歩
suう
と
す

る
削
械
の
他
吊
は
こ
そ
、

f
供
を
非
行

か
ら
守
る
上
で

一
徐
大
切
な
ニ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

} 

} 
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点先
w掛川
位
性
狙

pm湖一
地
川
弘

wp…仰い
V

JMJM
お
妥
結
慈
叫
ん
列
島
崎
容
竜
芝
山
vua

-
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
員
名
簿

(，
山
片
サ
か
り
つ
づ
く
)

〔
匁
糾
〕
外
崎
努
夫
、
工
藤
消
、
的
寄

進
、
小
川
張
美
夫
、
市
綿

一
郎
、
〔
時

町〕

O
生
色
キ
ヨ
エ
、
栗
原
チ
タ
エ
、

小
坂
健

一

凹
中
忠
、
小
池
章
吉
、
布

谷
芳
郎
坂
凶
俊
勝
、
小
川
町
普
二
〔
山

美
川
〕
芳
賀
あ
き
え
、
今
野
佑
、
大
川
町

出
美
校
、

A
1
野
洋
子
、
阪
爪
治
労
川

合
附
山
政
、
川
村
利
夫
、
川
村
7

ソ
エ
、

稲
留
是
正
小
針
点
夫
、
八
重
照
普
次

郎
、
古
川
川
春
夫
、
〔
日
の
出
町
〕

0
1
H
木

盗
、
坂
本
フ
ミ
r
丁
、
小
助
川
抗
男
本

川
孝
雄
、
山
崎
彪
治
、
佐
久
間
栄
二
、

渡
辺
利
次
、
日
川
松
信
男
、
荒
良
木
究
資
、

佐
麻
佐
市
、
杉
山
伝
義
、
清
水
政

一

柴
問
良
雄
〔
東
町
〕

口
市
畑
愛
チ
、
本

川
行
雄
、
消
助
二
、
肝
富
一
い
川
恭
、
口
鈴

木
末
吉
、
白
石
光
お
巣
山
幸
雄
、
松

永
雌
雄
、
松
木
義
治
、
松
水
正
義
、
制

川

一
義
、
出
村
幸
雄
、
赤
石
二
一二
男

多
田
勝
、
近
政
義
雄
牧
田
ハ
ル
エ
、

川
市
津
獅
子
、
白
石
ハ
ル
エ
、
矢
幅
砂
子
、

竹
中
み
の
り
、
治
合
久
子
安
凶
長
四

郎
、
多
凹
利
引
休
職
秀
美
、
山
田
勉
、

細
川
泊
、
宮
崎
ハ
ナ
、
日
奴
哲
治
、
水

谷
行
男
、
山
川
叩
消
作
、
梅
付
敏
郎
、
外

山
市
雄
、
劉
叩
と
志
、
日
谷
和
之
、
蝦

名
首
、
長
卸
芋
戸

、
出世糾初出師降
、
肥
田

伎
町
並
は
、
記
泊
予
位
、
ま
た
は
災

己
主
ど
に
よ
る
豆
町
茶
を
病
院
へ
迅

速
に
し
か
も
安
全
に
搬
送
す
る
の
が
使

命
で
す
。
政
急
市
中
町
迎
切
な
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
料
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
帰

リ
は
来
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

川氏
U
一回放
急
病
院
、
日
叫
当
番
病
院

夜
間
急
病
セ
ン
タ
な
ど
へ
は
故
急
車

以
外
的
マ
イ
カ
ー、

タ
ク
ン

l
で
行
っ

て
も
放
急
車
で
出
ば
れ
た
時
と
同
じ
よ

う
に
入
品
引
決
し
て
も
ら
え
ま
す
。
ま
た
こ

の
よ
う
な
病
院
の
問
い
合
わ
せ
は
一

一

九
番
を
悦
わ
ず
に

一
般
市
生
州
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

紀
夫
、
阿
部
幸
作
、
森
誠
次
、
内
山
谷
弘
、

川
原
正
雄
、
鈴
木
ミ
ソ
、
八
重
樫
泊
、

笠
原
守
、
古
川
辰
雄
郷
司
宏
昭
、
今

野
輝
雄
、
吉
田
勇
、
波
辺
ト
キ
、
大
口

道
夫
上
旧
日
7
ミ
エ
、
飯
沼
其
佐
夫
、

笠
原
ヰ
=
一、
木
村
恭
夫
〔
八
幅
削
町
〕

O

河
端
具
、
松
椛
恭
子
、
狭
山
勝
昭
、
松

杭
ヰ
男
O
藤
村
徳
蔵
、
渡
部
恭
行
、
河

村
昭
夫
、
出
森
栄
三
郎
、
山
北
幸
好

富
田
守
図
、
富
田
淳
子
宮
田
広
佐

藤
彰

一
.
桜
判
茂
、
自
森
愛
子
橘
吉

久
末
、
吉
田
辰
雄
、
今
井
金
市
、
回
中

一夫
、
松
怖
辰
三
郎
、
問
中
仙
晶
、
刊
山

小
三
郎
、
庫
元
正
己
、
川
品
川
哲
子
天

満
消
治
、
小
川
清
昭
、
白
下
正
利
、
相

府
明
、
星
加
道
雄
、

ゴ一
的
弘
誠
、
林
地
、

沌
正
J

去
、
石
凶
隆
治
、
加
白
谷
長
吉
、

今
金
次
郎
、
小
野
任
也
、
水
上
輝
雄

沢
正
男
、
館
田
哲
服
、
石
川
隆
〔
本
町
〕

口
辻
理
、
津
山

一
良
、
大
和
谷
正
雄
、

森
山
誠

一

口

石
井
附
子
、
附
段
、
注

聯
武
男
、
岡
幸

一
、
k
E
一
夫
、
阿
部

勝
好
秋
山
芳
夫
、
浅
別
立
い
子
、
森

川
一山
、
水
井
笠

一
、
小
山
排
他
治
、
山
市
凹

祉
穀
、
他
国
出
千
、
和
田
比
希
男
、
近

藤
宏
、
折
臥
軍
師
、
北
村
消
、
藤
川
村

一
、
似
田
信
義
、
石
川
市
市
、
日
野
消

蝉
山
田
町
伯
々
木
作
太
郎
大
和

甚
雄
、
山
田
春
吉
山
寺
利
男
、
石
井
俊

利
用
を
グ

救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は
・
.

一
一
九
番
を
由

L
、
次
の
こ
と
を
簡

潔
に
落
ち
y
h
い
て
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

・
所
在
、
目
標
と
な
る
も
の

・
ど
の
よ
う
な
事
故
か

-
忠
者
は
と
の
よ
う
な
伏
悠
か

京
な
お
、
救
急
自
動
車
内
サ
イ
レ
ン

が
聞
こ
え
た
り
で
き
る
だ
け
案
内
人
を

出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

-
4

一
一
九
番
の
か
け
方
:

-
盟
ま
た
は
プ
y
シ
ュ
ホ
ン
氾
話

普
通
内
通
話
相
官
加
で
受
話
持
を
は
ず

し

一一

九
番
し
ま
す
。

-
赤
ま
た
は
ピ
ン
ク
心
不

屯
立
川
町
管
埋
人
か
ら
カ
キ
を
借
り

切
り
換
え
て
か
ら
一

一
九
番
し
ま
す
。

「注
L

カ
ギ
で
切
り
換
え
主
い
で
お

金
を
入
れ
て
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と

一
方

通
話
と
な
っ
て
、
あ
な
た
の
吉
梨
は

消
防
将
に
聞
こ
え
ま
せ
ん
の
で
消

防
か
ら
受
品
山
市
を
お
い
て
く
だ
さ
い

と
い
い
ま
ず
か
ら

一
度
受
活
器
を
お

い
て
く
だ
さ
い
。
消
防
か
り
逆
信
号

を
送
リ
ま
す
か
ら
呼
び
出
し
伝
号
が

な
っ
た
ら
バ
尋
括
協
を
と
る
と
対
日
過
に

4
Aが
で
き
ま
す
。

-
苛
ま
た
は
り
此
屯
活

一
一
ーん
帯
専
用
の
タ
イ
ヤ
ル
を
同
し

て
く
だ
さ
い
。

直
、
佐
久
間
保

一
〔
昭
和
町
〕
口
稲
垣

キ
f
、
大
人
U
佐
太
郎
、
稲
垣
武
雄
、
中

判
誠
司
、
大
松
保
治
、
鈴
木
勝
休
、
仲

田
正

一
、
市
政
ミ
チ
、
他
谷
川
印
校
、
虫

村
栄
吉
、
佐
々
木
茂
岡
本
進
〔
栄
町
)

D
柳
太
一

、
杉
本
あ
い
、
岡
山
会
ヌ

小
凶
政
「
、

0
及
川
良
危
谷
文
也
、

前
原
弘
道
、
岩
間
梯

〔大
和
町
〕
口
水

野
エ
ミ
子
、
鳴
海
ヨ
ネ
、
小
田

μタ
ソ

ェ
、
中
村
フ
ミ
O
亀
谷
洋
千
、
平
原
m
M

二
、
吉
田
英
俊
下
山
更
治
、
渡
部
祐

治
、
天
沼
二
三
夫
、
白
田
羽
二
、
須
巾

一
平
、
河
野
{
I

凶
雄
、
久
保
旧
市
次
、
森

野
庄
平
、
戸
津
定
勝
、
石
井
如

uu子

藤
原
弘

一
、
久
立
谷
正
恭
〔
旭
町
〕
O

由
浅
秀
夫
尾
形
哲
夫
、
湯
浅
秀
夫

白

山
清
、
中
村
清

一
、
田
中
明
、
西
休
正
英
、

阿
山
町
直
義
、
日
間
阿
武
、
中
村
芳
男
、
西
凹

信
雄
、
中

μ章
一
、
内
藤
豆
蔵
、
外
崎
敏

明
、
松
井
敏
明
、
古
畑
正
勝
〔
末
広
町
〕

毅急車が到着しだら次のことを

救急隊ガ到着するまでの容態の変化。

患者のだめに実施し疋応急手当の内容

持病ガあれば病名、またはかかりつけ

の病院と主治医名をおしえてください

2 

3 

T 

救急車出動状，兄 (昭和55年 1月-6 J'Iまで)
、"

コ疑11型父 J岨 労働 辺巨i剖J 一般 色ヲi可 川 l 、~;:
その
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，11 4 2 3 5 33 11 58 

。
小
池
利

一
、
日
A
r
R
f、
磯
辺
俊
治
、

犬
塚
削
f
、
A
7
肝
伝
、
九1
叫
副
長
代
、
磯

辺
ミ
ソ
エ
、
飯
間
政
市
、
浜
凶
邦
犬

山
桑
俊
雄
、
松
浦
武
雄
、

一
人
洋
、

一

入
一
切
子
、
佐
々
木
利
之
、
佐
々
木
洋
「
、

桜
凶
点
、
桜
田
川
叩
λ
T
、
古
問
民
地
、
小

池
は
ぎ
外
崎
市
J

刻
、
外
的
ト
ン
「
、

刊
品
雄
、
伴
消
兵
、
山
田
れ
義
、
山
山

ト
ヨ
ノ
〔
南
川
〕
O
久
保
田
庄

一
、
伊

雌
ト
ミ
ノ
伊
作
綱
義
、
稲
船
哨
純

河
山
栄

一
、
ぱ
υ総
迎
治
、

上
村
義
雄
、

佐
藤
肋
別
、
中
山

一
夫

消
水
義
凶
、

磯
辺
純
点
、
佐
燦
コ
ヨ
且
藤
正
光
、

庄
司
定
見
林
原
武
雄
、
鈴
木
正
三
、

中
村
倣
附
、

多
出
正
夫
、
荒
川
敏
夫

森
克
、
日

μ努
夫
、
多
岡
山
太
郎

〔南

栄
町
〕

O
水
野
ル
リ
千
、
湯
浅
敏
夫
、

角
川
鉄
雄
戸
海
俊
夫
、
川
村
他
之
助
、

隔
政

一
、
水
野
他
秋
、
米
国
忠
、
棚
柿

相
次
郎
、
大
塚
勝
三
、
佳
品
開
制

JT、
新

谷
一
止
治
市
橋
八
郎

〔紘
町
〕
O
山
下

正
己

秋
元
寿
、
木
山
武
雄
・
山
崎
正

治
、
鎌
田
志
久
、
杉
凶
ト
メ
ヨ

笠
間

チ
ヨ
、
古
田
健

一

大
坪
伸
夫
、
横
山

伝
夫
、
天
羽
泊
、
上
凹
収
、
中
沢
治
、

坂
井
実
、
菊
地
節
千
、
附
田
川
義

〔商

工
団
地
〕

口
市
怖
英
夫
近
藤
英
雄
、

中
川
出
利
勝

士石川
H
甚
之
助
、
阿
部
邑
俊
、

住
吉
政
行
、
中
旧
版
、
山
崎
除
、
佐
々

木
司
、
佐
藤
覚
、
藤
原
公
士
、
宮
沢
三

階
伊
砕
忠
雄
、
渡
辺
勝
、
水
野
進
、

佐
々
木
信
男
、
室
一
合
口
司
、
四
凹
年
雄

官
凶
義
吉
、
総
村
定
義花

火
は
、
大
人
か

り
子
ど
も
ま
で
幅
広

く
親
し
ま
れ
て
い
る

支
の
夜
の
代
表
的
な

風
物
詩
で
す
が
、
身

近
に
あ
る
た
め
に
、

取
被
い
方
を
誤
る
と

火
災
を
発
生
さ
せ
た
り
や
け
ど
を
し

た
リ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
三
年
中
の
火
災
の
発
生
状

況
を
み
ま
す
と
、
花
火
が
原
因
で
発
生

し
た
火
災
が
全
国
で
八
百
二
十
三
併
と

前
年
の
五
百
七
」l
一
件
を
大
幅
に
上
回

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
最
近
て
は
花
火

の
極
飢
や
敏
此
は
輸
入
品
等
を
合
的
急

激
に
明
加
し
そ
の
取
扱
い
方
も
多
械

化
し
縦
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

花
火
を
す
る
場
合
に
は
、
子
ど
も
た

ち
に
対
し
正
し
い
花
火
の
取
扱
い
知
識

を
与
え
る
と
と
も
に
、
次
の
よ
つ
な
占

に
十
分
配
む
し
ま
し
ょ
う
。

H
安
全
な
場
所
在
選
ぶ

紋
近
の
花
火
は
、
技
術
而
円
改
良
が

加
え
・
匂
れ
、
か
な
リ
向
く
ま
て
成
山
も

の
や
、
い
わ
ゆ
る

「ね
ず
み
花
火
」
の

よ
う
に
池
上
を
走
り
回
る
も
の
も
数
多

く
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
花

火
に
よ
る
火
災
と
し
て
空
刊
く
上
が

っ
た
化
火
の
火
の
粉
が
昼
似
に
一
昨
ち
た

り
、
地
上
ア
牛
走
リ
凪
っ
た
火
の
粉
が
問

凶
同
紙
く
ず
な
ど
に
芯
火
し
た
り
し
て

]
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〔

総合体育館

¥
 
/
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io
 

句
」

宇
/
、
寸
ヲ

か
れ

~
座
ま

日
i
一
品
し

同
生

一
回
待

月
に
↑

4
任

ー
で
一
部
に

年
ま
一
を
)

目
日
一
名
氏

ι

1
一

9
ノ

例

月

川

r
L

H

4

v

n

v
 

/
ヰ

一
ル
一
、

者
団

一
泣

い

械
剛

一
噛

引

j

i

一
勾
一

一
今
イ
は
の
で
定

宇

宇

↓十

大
旬

一
地
上

一
地
月

気 ;1歪な服装で参加を

成人祭
8月 13日

“55年"

火
災
を
発
生
さ
せ
た
#
例
が
見
ら
れ
ま

す
。そ
ニ
で
、
花
火
を
す
る
場
合
に
は

次
の
よ
一
つ
な
場
所
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま

し
孟
う
。

@
周
囲
に
紙
く
ず
、
木
く
ず
な
ど
燃

え
や
す
い
物
の
な
い
場
川

@
人
家
な
ど
の
建
物
か
句
協
雌
れ
た
場

f

山川
@
周
囲
に
灯
油
な
ど
危
険
物
の
な
い

れ

j
b川;
 

何
気
象
状
況
を
考
慮
す
る

次
の
よ
う
な
気
象
状
況
の
時
に
は
、

花
火
は
や
め
ま
し
ょ
一
ヲ
。

@
火
災
特
報
が
発
令
さ
れ
て
い
る
時

@
強
風
や
対
悦
乾
燥
の
注
-U報
な
と

が
発
令
さ
れ
て
い
る
時

@
そ
の
他
風
が
強
い
と
感
じ
句
札

〉
子
。

i

JT
 

恒

子
ど
も
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い

子
ど
も
だ
け
で
隠
れ
て
花
火
を
し
て

い
た
た
め
、
周
囲
の
祇
く
ず
に
燃
え
移

っ
た
に
む
か
か
わ
ら
ず
、
適
切
な
措
世

が
行
え
ず
、
建
物
に
燃
え
移
っ
た
市
中
例

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
主
火
災
を
な

く
す
た
め
、
花
火
を
す
る
時
に
は
必
ず

本
人
が
付
き
添
い
、
周
囲
内
安
ム
吾
乞
雌

か
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

岡
火
薬
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
数
本
ま
と

め
て
点
火
し
な
い
。

火
薬
を
ほ
ぐ
し
て
集
め
た
り
、
ま
と

め
て
内
火
し
た
場
合
に
は
、
極
的
て
危

険
で
す
。
花
火
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
、

一
本
づ
っ
山
、
火
し
て
本
し
み
ま
し
ょ
う
。
[ 9 1 
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r 

故

多

国

貞

太

郎

さ

ん

に

勲
六
等
瑞
宝
章

前
今
金
消
防
団
長

、わが家のアイドJレ11
牧町民【辛さんの!.t立 (点目J)

聖美(さとみ)ちゃん (7ヶ11) 

おじいちゃんが大肝きで、立 'J'~
はいつLおじいちゃんのヒザ町
中です。おドろがとても好きで

ベビーハスを礼ただけでとても

Jミ-t'!.U/'

写真募集中 3此までのお fさ
んの口市町スナ ;.-7"をお市せく

ださも、。 ーjム組係

ーー

三
十
三
年
間
に
わ
た
り
消
防
回
以
と

し
て
町
民
の
生
命
財
産
を
守
り
続
け
て

き
た
故
多
田
良
太
郎
さ
ん
(
南
町
)
に

勲
六
等
瑞
玄
立
が
附
句
れ
、
七
月
九
日

楠
山
支
庁
鶴
本
地
方
部
長
か
ら
泣
族
に

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

多
国
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
二
年
に
人
団

結
米
業
の
か
た
わ
ら
消
防
活
動
に
努
め

昭
和
三
十
二
年
今
金
町
消
防
団
今
金
分

団
長
、
昭
和
凶
十
八
年
に
は
今
金
町
消

防
団
副
団
長
、
唱
和
一
ム
十
年
八
月
、今
金

町
消
防
団
長
に
就
任
。
火
災
の
子
、
消
防

団
貝
の
統
率
や
訓
練
な
ど
、
数
々
の
成

栄
を
あ
げ
ら
れ
消
防
団
長
と
し
て
信

頼
を

一
身
に
あ
つ
め
て
い
ま
し
た
。

虫
歯
予
防
ポ
ス
タ
ー

作
文
入
賞
決
ま
る
・..
 

町
教
育
委
只
会
と
、
町
、
つ
蝕
子
防
会

(
森
山
誠
一
会
長
)
主
催
同
町
内
小
学
生

虫
歯
予
防
ポ
ス
タ
ー
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
の
受
賞
者
が
決
ま
り
、
六
月
十
八
日

役
場
で
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
応
募
さ
れ
た
作
品
数
は
ポ
ス
タ

Aa
--可

町民センタ

図書室だよ り ・新刊案内・

【一般図書]
砂石の雨カ'11年った臼 =虻IJI町教育
研究会嗣砂紋さをこえて=河UU笑
砂忘れな部=佐々木:lL主砂真珠時
的組民=盟国行二砂凪は懐愉=西
村舟行砂J!i!.lJi=杉本苑子惨いびつ
なH本人=架柄弘臣砂草胞なる一
族 (上qJ下山崎12子砂時=迫
牒間約一砂私的'IJの日本'1'IJ三下)
iJ_I本じ平砂川氏公"己 IJ二一F)大
田午 砂!桁J:~J": f，z白= 杉山友白 砂凶
局、日 d↑、の.!i典12=小山リl志砂舵
あ、盟主峠=山本!>:;'Ji'"J丘ありき
( -， 'f官制)~三拍車交 f 砂 yγラスの
枯品=池山f'f--....m括的日 =小松
占京砂北海辺文 子全m6 J，b=小林
多郭ー砂飛んだ鉛~ú.: = サイロ町会
砂:止と出=旺辺淳一砂3の断i;i=
佐々木丸呈砂 V}干の本rIlCD~ 城山
三郎砂川端康成金-W-1O'l11J;.=川
端WIJt砂古川英治全lli14=古川英
治惨庄の航 水に捕か札た航=佐
々木九五砂1i:，1/l=瀬戸内附主砂英
li丙L訓にあり=浦戸内H庁長砂川い
日;i.lj'!i.やかな嵯批 ~ol 岩汀肱砂野
望の榊I"I ~ μ、補仁紀砂 イ亙究令/I:!主的
列=杉本タiir-TO軒目的姉妹(上)
= -i-IJI J11t.砂魂かる口 =岡松相夫
砂市士に射つ=誼辺市ー砂上役の
ない月凶日 ~ iIi 川次μI\ ~ 人 H\lへの
ラブコ ノレ=.u木立之砂七里ヶ浜
砂世界動物文 Z全lli20ンヨイ ア
〆、ムソ/惨I11~日康成金lli2 P'~=
川端脱成砂子どもたちは七つの海
を越えた (エリザベス サノダー
スホーム)
[児童図書】
修平むらの小さな友だち=小川主J
' おへんろさん=山越紀~l
図書信の寄贈ありガとう。
沢15山さん (八崎町)かり文子町
本だな他国i叶を町民セノター図控
室ヘヨ】'畑されま Lた。感謝ltし上
{ずま寸「。

(J OJ 

の
部
で
四
十
七
占

、
作
文
同
部
で
二

十
三
出
、
が
集
り
、

な
か
で
も
中
山
主小
四

年
の
川
股
久
美
子
さ
ん
が
両
部
門
で
最

跨街
優
秀
の
町
長
号
」
独
特
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

〈〉
ポ

ス

タ

マ

町

長

賞

川

股

久

美

子

(中
里

・
四
年
)
マ
町
議
会
議
長
賞

惜
野
幸
代

(中

里

六

年
)
マ
町
教
育

正
弘
氏
長
引
相
脚
本
理
恵
(
中
里
六
年
)

マ
町
教
育
長
μ
U

木
仏
敦
(
神
丘
六

年
)
マ
町
、
つ
蝕
予
防
会
長
此

川

μ志

保
(
美
利
河

一
年
)
マ
入
選

山
寺

有
利
香
(
今
金

三
年
)
紘
井
博
子
(今

金
五
年
)
松
判
里
佳
(
今
金
六

年
)
お
沼
春
美
(
松
川
四
年
)
中
山

ル
ミ
子
(
中
里
六
年
)
津
田
哲
也

訓練校内自11制内容の読
明止び希望科目的体験

訓練科目選定的相賊等

[>，51:."梓(相談)手当的支給

旅費 本校まで円往復尖

資 (身障制引)

1日 2，590同手当

T ;V!I争点千二ト目
洋)j日科 ー製くつ科 ・屯子機器科

経理HJ>;.lt科・建築製図科時計
修1'!j\料 。 製版印~j: IJ科 ー 塗装科写

植印刷l科木村工芸科等 J 

・1，000万人ラジオ体操祭の開催

ラジオ体操の普及拡大と簡易保険

事業並び保険資金迎用についての広

〈丑~解を涼的ることを目的として全
国55会場、北海道 9会場でIm)!llする

ことになり、その 1会場が今金町て'

之たのとおり行われますから多数ニ'害

1111 <アごさし、。

[>)lfHm日時 8月24日午前 9時
[> IJ~Hm場所今金中学校々庇

(当日町民体育祭予定)

管今金郵似i局
Ht ili!到IU主ιj、 NH K，t梅
道本部、 i且ラジオ体捕
辿盟、今金町、町教委

Tl主 f丘 町体育協会
・ 8月の休日当番医
3日 北柑山町田保病院

10日 今金町国保病院

17日 」七十守山町平医院

24日 北怜山町田f*病院
31日 今金町日間医院

TfU談内世

宮 ②5321

宮 ②0221

官 ②叩 11

E④5321 

宮:2)0324

b主

b主

i;j:; 1部かルっUD部内用紙円規格72.8
cmX51.5仰 、第 4郎、t.!">;5部は 103

cmX 72 .8cmQ 

2 送付先

札悦市中央区北3来四 6丁 目

道山J発制整苦11，)司査統計課内
北海道統計協会

b締-I;JJ日 昭和55年 9月3日

・国民年金の保険料は忘れずに

国民年金の第 1即j分(4月分-6

月分)の保険料の納付N1I1}(は 7月末
日です。忘れずに納めましょう。

.福祉年金証書をご持参<!=さい

f日制年金の 8月WJ以降円支払金制
を佐世に記入するため、 8月11日か

ら25日までのIIH、相祉年金証告を悶

収します。 ;1iI: ~~~に年金古置が記入され

ませんと 12月期lの支払が受けりれま

せんので お忘れなく役場年金係へ

ご持参ください。

.身体障害者の入校前受講適性相談

の開催

身体障害者方々で、技能を身につ

けるため職業訓練校に入校を希望し

よフとする方々に対し、次により職

業訓糾s相談を行います。

b中込先 国立北海道身体障住者訓
相[!立

砂川市焼山60

TNlli¥l及び日 H寺

I四千日55-"手7月 i日~昨j利1

56:1F 3月末凶

1Tj.辿水11M 午前 9時30分
より (政大3日II¥J限度)

ホある日のあなた。 -1j.nを-，.;;しiげます.

[> ，:*直i

b応募方法

1 . IJ)紙町大きさ

(盟
国

・
二
年
)
南
川
さ
お
リ

(盟
凶

五
年
)

。
作
文

マ
町
長
賞
川
股
久
義
千

(中

国
品
・
四
年
)
マ
町
議
会
議
長
江
仰

山
抗
告
郎

(美
村
河

。
六
年
)
マ
町
教
育

委
μ
H
E
L
M

制
川
別
チ

(
仲
丘
・六
年
)

マ
町
教
育
長
引
河
村
玲
千

(今
金

六
年
)
マ
町
一つ
帥
予
防
会
長
υ
れ

相

原

知
亜
紀
(
今
金

。
五
年
)
マ

入

選

伊

藤
伊
チ
(極
川
・
四
年
)人
見
開
明
(
極

川

四

年

)

杉
林
光
明

(今
金

・
四

年
)
和
良
由
香

(美
利
河

・
四
年
)
柑脚

本
工

(中

里

四

年
)
上
村
梢

(神
丘

.
六
年
)

ノ
J
H

全
国
健
康
作
文
H

コ
ン
ク
ル

で
北
海
道
地
区
入
選
に
輝
く

毎
日
新
聞
社
王
催
、
厚
生
省
後
援
、

ヤ
ク
ル
ト
協
賛
の
第
十
七
回
健
康
作
文

コ
ン
ク
ル
で
極
川
ト
学
校
凶
年
生
八

屯
悔
か
お
り
ち
ゃ
ん
が
道
内
公
募
作
品

四
、
五
七
六
市
町
中
か
ら
選
ば
れ
見
事

地
区
入
選

(北
海
道
二
人
)
を
郷
件
、

七
月
九
日
極
小
体
育
何
で
毎
日
新
聞
社

図
感
謝
し
ま
す
図

回一
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
へ
子

局
払
い
出
し

マ
捌
柿
紡
次
郎
さ
ん

(
市
栄
町
)
か
り

盟
舟
凶
、
光
の
川正
午
凶
祉
協
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
へ
各

一
万
円
マ
千
一品

進
さ
ん

(上
閉
山
川
)
か
り
カ
ボ
チ
ャ
前

向
本
州
比
寿
凶
ヘ

マ
位
川
名
人
ク
ラ
フ
(代

表
友
占
↑
半
次
郎
さ
ん
)
会
川
ニ
イ
名

笠
弁
問
の
花
山
北
取

M
除
約
三
時
川
労

力
奉
仕
マ
組
川
川
人
会

(代
表
向
怖
政

ず
さ
ん
)
三
十
名
立
舟
凶
の
花
山
出
、
山
叫

胤
H
4
取
川
町
除
約

二
川
川
労
力
奉
仕
マ
本

旧
食
料
品
山
さ
ん
(大
和
町
)か
ら
位
亦

凶
へ
ス
タ
ン
ド
灰
肌

一
制
マ
笠
間
チ
ヨ

さ
ん
(緑
川
)か
り
三
万
円
を
亡
母
が
お

世
話
に
な
っ
た
訓
礼
と
し
て
盟
寿
凶
ヘ

マ
大
九
日
佐
太
郎
さ
ん

(昭
和
町
)
か
ら

光
町
旦
マ
凶
、
小
白
A
円
保
育
凶
へ
各

二

千
円
マ
今
金
町
商
工
会
ガ
年
部

(代
表

沢
市
十
さ
ん
)
山
十
名
以
前
木
、
添
木
を

笠
舟
凶
一一
十
本
、
光
の
虫
学
閣
二
十
本
、

A
7
金
主
人
ク
ラ
ブ
二
十
本
、
幼
椛
同
一ニ

izゐ品目|日-日l

函
館
支
局
長
か
ら
立
伏
と
記
ι司
山
八

芸
ヤ
ク
ル
ト
版
先
取
締
役
部
長
か
ら
人

賞
メ
ダ
ル
が
矧
句
れ
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ル
の
テ
!
?
は

「私
の
名

前
」
で
、
か
お
リ
ち
ゃ
ん
は
、
自
分
の

名
前
が
姉
と
、
そ
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に

よ
っ
て
弔
え
出
さ
れ
た
い
き
さ
つ
や
、

思
い
出
を
つ
づ
っ
た
も
の
で
、
昨
年
の

まさ金

主主主
》校去
全 i1三
体 J1』
カずコ

-~千ン
1] ク
』こ l
包ノレ

まー
れ位:
てに
し、 ff;'i~

十
本

保
育
所
十
本
、
小
百
合
保
打
倒

十
本
約
二
時
川
叫
刑
執
労
力
容
仕
マ
今
金

町
間
工
会
婦
人
部

(代
表
狭
削
リ
カ
さ

ん
)
か
り
庭
木
即
売
会
益
金
の

一
部
を

州比寿
凶
、
光
の
旦
学
困
へ
各
五
千
円
マ

南
川
栄
さ
ん
(
盟
問
)
か
ら
白
カ
プ
三

寸
三
お
を
笠
売
凶
ヘ
マ
藤
田
英
弥
男
さ

ん

(住
吉
)
か
り
三
万
円
を
亡
母
が
お

世
泊
に
な
っ
た
加
札
と
し
て
笠
寿
凶
へ

守
山
本
明
尖
さ
ん
他
二
名

(日間川
)
並

存
凶
の
桜
百
本
植
栽

y
ソ
ジ
公
凶
、

オ
ン
コ
山
地
凶
の
幣
仙
労
力
奉
仕
マ
八
民

間
住
う
め
き
ん

(極
川
)
か
ら
オ
ン
コ
古

木

一
本
を
辺
舟
凶
ヘ
マ
今
金
町
森
林
組

合

(組
合
日
以
伊
制
抑
制
哉
さ
ん
)
か
ら
ソ

ソ
ジ
百
六
十
本
を
盟
寿
凶
ヘ
マ
共
和
コ

ノ
ク
リ
l
l
附
今
金
出
必
川

(刈
民
鎌

田
勝
男
さ
ん
)
か
ら
プ
ロ
y
ク
ム
百
一

十
三
例

(十
万
凶
千

ハ
百
円
)
を
笠
脊

凶
ヘ
マ
外
崎
鮮
曲
、
山

ω外
的
重
労
さ
凡

(末
広
川
)
か
ら
生
フ
キ
九
冶
を
盟
寿

団
ヘ
マ
大
川
町
、
悔
付
岩
橋
治
装
山
か

句

一万
円
を
立
寿
凶
へ
。

貯めましよう日本の水
みん主の水をみんなの手で

〕-1
 
〔


